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はじめに
　当病棟では主に消化器外科系の疾患をもつ患者が多
く、昨年の研究では胃切除を受けた患者の退院後の生
活における食生活上の問題点に焦点を当てて調査した。
その結果、胃切除を受けた患者が消化管の残存機能に
よる症状の出現程度に差があることが示唆された。
それらについて、術式や術後経過月数についての視点
を加えた結果、術後経過月数を反映した術後愁訴と術
式による差異が生じるという結果を得たのでここに報
告する。
1　用語の定義
　胃切除術を受けた患者：悪性腫瘍により噴門側胃切
除術、幽門側胃切除術、胃全摘術を受けた患者とする。
　以下、噴門側胃切除術、幽門側胃切除術は部分切除、
胃全摘術は全摘と記す。
ll研究方法
1．対象：平成10年10月～平成11年8月の期間に当病
棟で胃切除術を受けた患者で、現在自宅療養中の者
29名中回答が得られた25名（回収率86．2％）
2．調査期間：平成ll年10月13日から10月20日
3．調査方法：郵送による無記名の質問紙調査
皿　結果及び考察
　質問調査の結果については表1～12に示す。
1．術式と食生活について（表2～10）
　一般に胃切除後の食事は、1回の食事量を1／2～1／3
に控え、分食回数を増やすことが食事の基本であり、
食事回数を3回食へ移行する時期としては術後3か月
頃が目安となっている。
　「食事回数」（表2）については術式による差異はなく、
術後経過月数の差異もほぼないことがいえる。しかし、
今回、間食・補食をしているかについては調査をして
いないため、完全な分割食から3回食へ移行している
かどうか断定はできない。
　「1回の食事量」（表3）「食事にかける時間」（表4）「食後
の安静」（表7）「栄養のとり方」については、指導内容を
実施できている者の割合が高く、それらの項目につい
ての指導は退院後の食生活に取り入れやすいものであ
ることが分かった。
　「積極的にとっている食品」「控えている食品」に
ついても、指導内容が十分に反映されたものであり、
食事指導が活用されていることがうかがえる。
　「主食」（表5）については、術後6か月まではおかゆが
5名（全摘4名）であり、このことから、術式により、
胃の残存機能のない全摘術を受けた者は主食をおかゆ
にすることで消化管の器質的・機能的障害に対応して
いることがいえる。
　嗜好品については、術後経過月数、術式による差異
はなかった。
　「煙草」（表8）については、全体での術後禁煙している
者の割合は77％であった。喫煙習慣のあった者のうち、
術後禁煙している者の割合は57％であった。このこと
から、喫煙は習慣による常習性により、容易に禁煙は
できないことがうかがえる。
　「コーヒー」（表g）については、摂取習慣のあった者の
うち、術後摂取していない者の割合は45％であり、こ
のことからコーヒーは量の制限をすることで調整をし
ていることがいえる。
　「アルコール」（表lo）については、飲酒習慣のあった者
のうち、禁酒している者の割合は27％であり、飲酒習
慣のある者は術後も適量に飲酒をしていることが予想
される。今回の調査では、飲酒をやめない理由につい
ては言及できなかったが、飲酒の方法についての調査
が必要だといえる。
崎田ら且）は、　「患者に対して禁止事項や注意事項の
みをあげて説明するのではなく、日常生活復帰への積
極的な可能性を示すことにより、よりよいQOLを保
証する指導とならなければならない」と述べている。
これらの嗜好品については、食事指導及び退院指導の
中で適切かつ具体的な摂取方法を取り入れていること
が反映された結果と考えられる。
2．術式と術後愁訴との関連（表11～12）
　退院後、対象者の全てが術後愁訴を自覚していた。
調査項目としては、胃切除術後に起こりやすいとされ
るダンピング症候群、通過障害、逆流性食道炎などの
症状について調査したところ、術後2～3か月では
一63一
術式別でみると共通の症状については「動悸」　「息切
れ「便秘」であった（表ll）。
　術後4～6か月では術式別でみると共通の症状は
「下痢」「腹がごろごろする」であった（表11）。
　術後7～9か月では術式別でみると共通の症状は
「倦怠感」「下痢」「腹がごろごろする」であった（表12）。
　術後10～11か月では50％以上の者に症状出現経験
のある項目が「みぞおちが痛い」　「痛み」　「胸やけ」
「めまい」「顔面紅潮」「動悸」「下痢」「腹がごろ
ごろする」であった（表12）。
　それぞれの症状の出現頻度が高い項目について、術
後2～3か月を除き術後経過月数に関わらず、「下痢」
「腹がごろごろする」が出現していた。食事回数や1
回の食事量との関連でみると、術後4か月以降では術
式に関わらず3坐食へ移行しており、1回の食事量も
1／2～1／3と摂取量を控えていた。このことから、術後
の日常生活に戻った際、食事回数・1回の食事量・食
事時間について、経過に応じて食事摂取をすすめてい
るものの、ダンピング症候群は全ての者に症状が出現
していることが分かった。
　対処行動については「安静をとる」　「食事内容を変
える」　「整腸剤を飲む」　「外来受診時医師に相談する」
など、適切な方法がとられていた。これらについては、
症状出現時に指導内容に沿って対処できていると考え
られる。
　術式別での術後愁訴の出現頻度については、部分切
除の場合と全摘の場合では術後4～6か月で最も大き
な差が生じると考えられる。これは、個々のライフス
タイルに応じ、個人差が生じてくる時期であると考え
る。また、器質的・機能的喪失による差異とも考えら
れる。しかし、術後4～6か月で術後愁訴の出現頻度
が高いということは、術後3か月を3回食移行として
いる現行の食事指導について、移行時期としては早い
のではないかとも考えられるため、今後の食事指導に
ついて再検討する必要性がある。また、適切な食事摂
取ができていないために術後愁訴の出現頻度が高いこ
とも考えられる。よって、今後は退院後の患者につい
て食事摂取方法を術後愁訴との関連を通して指導して
いく必要があると考える。
IV　まとめ
・術後経過月数により、その時期を反映した術後愁訴
　が生じる。
・術式により、術後愁訴の出現頻度は差異が生じる。
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有効回答者25名の属性を表1に示す 表1
項　　　目 全体N＝25全摘N＝7 部分切除N＝18
平均年齢 65．3歳 62。9歳 67．7歳
内訳：30～39歳2（8） 一 2（11）
40～49歳2（8） 1（14） 1（6）
50～59歳3（12） 1（14） 2（ll）
60～69歳13（52） 3（43） 10（56）
70～79歳4（16） 2（29） 2（11）
80～89歳1（4） 一 1（6）
性別
内訳：男性 15（60） 5（71） 10（56）
女性 10（40） 2（29） 8（44）
術後経過月数
内訳
：術後2か月 1（4） 1（14） 一
〃　3か月 2（8） 1（14） 1（6）
〃　4か月 3（12） 1（14） 2（11）
〃　5か月 5（20） 1（14） 4（22）
〃　6か月 1（4） 『 1（6）
〃　7か月 2（8） 一 2（11）
〃　8か月 3（12） 2（28） 1（6）
〃　9か月 2（8） 1（14） 1（6）
〃　10か月 5（20） 一 5（28）
〃　11か月 1（4） 一 1（6）
単位：人（　） 内は％
一　64　一
表2（複数回答あり） 単位：人
6　回 5　　回 4　　回 3　　回食事回数 全摘部分切除 全摘部分切除 全摘部分切除 全摘部分切除
術後2～3か月 一 『 一 一 1 1 1 一
〃　4～6か月 『 一 一 3 1 1 2 3
〃　7～9か月 一 一 1 一 1 1 2 3
〃　10～11か月 一 一 一 一 一 3 3
表3（複数回答あり） 単位：人
1／2 2／3 全　　　量 そ　の他1回に食べる量 全摘部分切除 全摘部分切除 全摘部分切除 全摘部分切除
術後2～3か月 2 一 1 一 一 一 『 一
〃　4～6か月 1 1 1 6 1 一 一 一
〃　7～9か月 2 2 一 2 一 一 1 一
〃　10～11か月 一 1 一 4 一 　 1 一
表4（複数回答、無回答あり） 単位：人
～20分 ～40分 ～60分食事時間 全摘部分切除 全摘部分切除 全摘切除切除
術後2～3か月 1 1 一 一 1 一
〃　4～6か月 1 3 1 4 ｝ 1
〃　7～9か月 2 1 1 3 一 一
〃　10～11か月 一 2 『 2 一 1
表5（複数回答あり） 単位：人
おかゆ ごはん パ　　ン めん類 芋類主食の種類 全摘部分切除 全摘部分切除 全摘都分切除 全摘部分切除 全摘紛切除
術後2～3か月 2 1 1 一 一 1 『 一 一 一
”　4～6か月 2 一 1 10 1 5 2 2 一 2
〃　7～9か月 一 一 2 2 2 1 2 1 一 一
〃　10～11か月 一 一 『 一 『 一 一 一 ｝ 1
表6 単位：人
よくかんで食べる　　　は　い　　　　いいえ　　　どちらともいえない
術後2～3か月 2 一 1
〃　4～6か月 7 一 2
〃　7～9か月 5 一 2
〃　10～11か月 5 一 1
表7 単位：人
鰍しばらく安静にしている　　　　は　い　　　　　いいえ　　　どちらともいえない
術後2～3か月 3 一 一
〃　4～6か月 8 一 1
〃　7～9か月 7 一 一
〃　10～11か月 5 1 一
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表8 単位：人
吸　わ　な　い 吸　　　う煙　　草 入院前から　手術後から 減った　同　じ　増えた 無回答
術後2～3か月 2 一 2 一 一 1
”　4～6か月 4 2 1 1 一 1
〃　7～9か月 1 2 一 3 一 1
〃　10～11か月 6 『 一 一 一 一
表9 単位：人
飲　ま　な　い 飲　　　む
コーヒー 入院前から　手術後から 減った　同　じ　増えた 無回答
術後2～3か月 一 1 2 一 一 一
〃　4～6か月 一 5 2 2 ｝ 一
〃　7～9か月 1 2 3 一 一 1
〃　10～11か月 1 2 ｝ 3 一 一
表10 単位：人
飲　ま　な　い 飲　　　む
アルコール 入院前から　手術後から 減った　同　じ　増えた
術後2～3か月 2 1 一 一 『
〃　4～6か月 5 2 一 2 一
〃　7～9か月 一 1 6 一 一
〃　10～11か月 3 1 1 1 一
表11術後合併症① 単位：人、　（）：％
術後2～3か月 術後4～6か月
胃　　全　　摘 部分切除 胃　　全　　摘 部分切除
経験あり　経験なし 経験あり　経験なし 経験あり　経験なし 経験あり　経験なし
みぞおちが痛い 1（50） 1　（50） 0 1（100）1　（50） 1　（50） 2（28） 5（70）
吐き気 0 2（100）0 1（100）1　（50） 1　（50） 2（28） 5（70）
おう吐 1（50） 1　（50） 0 1（100）0 2（100）1（14） 6（84）
痛　　み 1（50） 1　（50） 0 1（100）2（100）0 2（28） 5（70）
胸やけ 0 2（100）0 1（100）2（100）0 1（14） 6（84）
めまい 0 2（100）1（100）0 1　（50） 1　（50） 0 7（100）
顔面紅潮 0 2（100）0 1（100）0 2（100）1（14） 6（84）
動　　悸 1（50） 1　（50） 1’（100）0 2（100）0 1（14） 6（84）
冷や汗 0 2（100）0 1（100）1　（50） 1　（50） 1（14） 6（84）
倦怠感 1（50） 1　（50） 0 1（100）1　（50） 1　（50） 3（42） 4（56）
頭が重い 0 2（100）1（100）0 0 2（100）2（28） 5（70）
下　　痢 0 2（100）0 1（100）1　（50） 1　（50） 5（70） 2（28）
腹がごろごろする 0 2（100）1（100）0 2（100）0 6（84） 1（14）
息切れ 1（50） 1　（50） 1（100）0 2（100）0 3（42） 4（56）
便　　秘 1（50） 1　（50） 1（100）0 1　（50） 1　（50） 3（42） 4（56）
食欲がない 1（50） 1　（50） 0 1（100）1　（50） 1　（50） 3（42） 4（56）
黒色便 0 2（100）0 1（100）0 2（100）1（14） 6（84）
しびれ感 0 2（100）1（100）0 1　（50） 1　（50） 1（14） 6（84）
一66一
表12　術後合併症② 単位：人、　（）：％
術後7～9か月 術後10～11か月
胃　　全　　摘 部分切除 胃　　全　　摘 部分切除
経験あり　経験なし 経験あり　経験なし 経験あり　経験なし 経験あり　経験なし
みぞおちが痛い 2（66） 1（33） 1（25） 3（75） 3（50） 3（50）
吐き気 0 3（100） 0 4（100） 2（33） 4（67）
おう吐 0 3（100） 1（25） 3（75） 1（17） 5（83）
痛　　み 2（66） 1（33） 1（25） 3（75） 3（50） 3（50）
胸やけ 2（66） 1（33） 1（25） 3（75） 3（50） 3（50）
あまい 1（33） 2（66） 1（25） 3（75） 3（50） 3（50）
顔面紅潮 0 3（100） 2（50） 2（50） 3（50） 3（50）
動　　悸 0 3（100） 3（75） 1（25） 3（50） 3（50）
冷や汗 1（33） 2（66） 1（25） 3（75） 2（33） 4（67）
倦怠感 2（66） 1（33） 2（50） 2（50） 1（17） 5（83）
頭が重い 1（33） 2（66） 1（25） 3（75） 1（17） 5（83）
下　　痢 3（100） 0 4（100） 0 5（50） 1（17）
腹がごろごろする 3（100） 0 4（100） 0 5（50） 1（17）
息切れ 0 3（100） 0 4（100） 0 6（100）
便　　秘 1（33） 2（66） 2（50） 2（50） 2（33） 4（67）
食欲がない 2（66） 1（33） 1（25） 3（75） 1（17） 5（83）
黒色便 0 3（100） 0 4（100） 0 6（100）
しびれ感 0 3（100） 0 4（100） 1（17） 5（83）
※斜線は対象者なし
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